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あいち 

食品工業技術センターニュース 
 
 
 
 
 
 
● プロテアーゼを生産する新規乳酸菌について特許を取得しました 

 当センターでは、エンテロコッカス・フェカリスに属する乳酸菌「AK-1 株」、およびそれを

用いた発酵食品の製造に関して特許を取得しました。 
AK-1 株は、①プロテアーゼ（たんぱく質分解酵素）の生産性が高く、原料に含まれるたんぱく

質が徐々に分解されて高風味が期待できること、②酸味をあまり出さないこと、③低温でも迅速に

増殖すること などの特徴があります。 
 この特許の実施を希望される方は、当センターまでお申し込みください。 
 
● 科学技術振興機構（ＪＳＴ）による研究助成に採択されました 

 科学技術振興機構は大学・公的研究機関等で生まれた研究成果を基に実用化を目指すため研究成

果最適展開支援事業（Ａ－ＳＴＥＰ）を実施しています。このたび、同事業のＦＳステージ・探索

タイプに、当センターが提案した下記の課題が採択されましたので、今年度の研究テーマとして取

り組んでまいります。 
 「リン酸カルシウムによる食品用水中の微生物除去」 提案者 主任研究員 近藤徹弥 
 
● 平成 24 年度あいち中小企業応援ファンド助成金（追加公募）の交付先が決定されました 

本県では、公益財団法人あいち産業振興機構が、100 億円の「あいち中小企業応援ファンド」を

造成し、その運用益を活用し、新事業展開に取り組む中小企業等に対し、助成金を交付しています。 
これまで、毎年 4 月に交付先を決定していましたが、今年度は、足下で円高基調が続く中、中小企

業の皆様の多様なニーズに対応するため、初めての取組として、追加公募を行いました。 
その結果、45 件の応募があり、審査委員会での審査を経て、この度、16 件の交付先が決定されま

した。（地域産業資源活用応援ファンド 13 件、モノづくり応援ファンド 2 件、農商工連携応援フ

ァンド 1 件） 
平成 24 年度あいち中小企業応援ファンド助成金交付先一覧（追加公募分） 食品関連事業者抜粋 

  事業者名 本社所在地 事業概要 
愛知県淡水養殖漁

業協同組合 
設楽町 絹姫サーモンと鳳来マスを用いた和洋折衷の新しいジャンルの

煮魚惣菜を開発し販路を拡大 
豊橋糧食工業 

株式会社 
豊橋市 愛知県産高ベータグルカン大麦ビューファイバーを用いた「大

麦きしめん」開発及び市場開拓 
株式会社はと屋 西尾市 一色産うなぎエキスを利用したご当地卵かけしょうゆの開発と

販路拡大 
有限会社星野水産 西尾市 三河湾の魚介類で、豊かな食生活提供プロジェクト 
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● 食品関連事業者のための「食品の安全・安心」研究会の開催 

【開催趣旨】安全で安心な食生活は、すべての人の願いであり、またそれを確保するためには、食

に携わるすべての人が、それぞれの立場から、情報や意見を交換し、相互に理解し、協力すること、

いわゆるリスクコミュニケーションが求められる時代です。食の安心・安全の確保については、行

政機関を始め、様々な対策が行われています。本研究会では食品関連事業者の方を対象として、

様々な立場からの情報を収集して、さらなる製品の安心・安全対策に役立てていただきたいと思い

本研究会を開催することにいたしました。 
【日時】平成２４年１１月２７日(火) １３：３０～１６：４５ 
【場所】愛知県産業労働センター（ウインクあいち） 名古屋市中村区名駅４－４－３８ 
【主催】（公財）科学技術交流財団 
【企画】あいち産業科学技術総合センター食品工業技術センター 
参加費など詳細は、下記のホームページを参照してください。 

      http://www.astf.or.jp/astf/hukyu/bunya/h24k104.html 
 
● 当センターセミナーおよび見学会の開催 

【開催趣旨】食品工業技術センターでは、愛知県内食品産業界の伝統的技術の継承・発展を図ると

ともに、技術の高度化および新分野への進出を支援するために、バイオテクノロジーや先端的食品

製造技術を中心とした試験研究を進めています。さらに、依頼分析のほか、製造上の問題点や新技

術導入に関する技術指導・技術相談にも積極的に応じています。また、技術者の養成、情報提供な

ど、食品製造業の技術向上をハード、ソフトの両面で支えています。 
 名古屋大学協力会は、食品工業分野のイベントとして、食品工業技術センターでセミナーおよび

見学会を行い、センターの概要・設備・研究テーマなどを紹介していただき、今後の会員企業様の

製品開発に役立てていただくことを企画しました。見学会では、新酒の仕込みの状況も見られます。

また、見学会の後には、懇親会も開催します。 
【日時】平成２４年１２月６日（木） １４：００～１７：００ 
【場所】あいち産業科学技術総合センター食品工業技術センター 大研修室 
    名古屋市西区新福寺町２丁目 1 番の１ 
【主催】名古屋大学協力会 

【定員・参加費】先着５０名・懇親会以外は無料 

詳細は、下記のホームページを参照してください。 

http://www.sangaku.nagoya-u.ac.jp/frc-24/ 
 
● シンポジウム「バイオテクノロジーの震災復興への活用」の開催 

NPO バイオものづくり中部、（公財）日比科学技術振興財団及び（公財）科学技術交流財団の共

同主催で、バイオテクノロジーに関するシンポジウムが開催されます。 

バイオテクノロジー研究の最前線で活躍する岐阜大学応用生物学部の高見澤一裕教授と名古屋大

学生物機能開発利用研究センターの佐塚隆志准教授に、バイオエタノール、バイオマスソルガムの

育種開発について講演して頂いた後「バイオテクノロジーの震災復興への活用」をテーマにディス

カッションを進め、最新のバイオテクノロジー技術の産業展開が紹介されます。 

【日時】平成２４年１１月３０日（金） １４：３０～１７：３０ 
【場所】ホテル ルブラ王山《白帝の間》 名古屋市千種区覚王山通８－１８ 
【参加費】無料 
詳細は、下記のホームページを参照してください。 

 http://www.astf.or.jp/astf/club/teirei_151.html 
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● シンポジウム「地域ブランド化推進セミナー」の開催 
【開催趣旨】昨今の厳しい経済情勢の中で、地域資源をブランド化し、地域の活性化に活かす取組

みへの関心が高まっています。この度県では、このような取組みを支援することを目的に、専門家

による講演及び実際の取組み事例の紹介を通じて、地域ブランド化に対する理解を深めて頂くため

のセミナーを開催します。 

【日時】平成２４年１２月１２日（水） １３：３０～１６：３０ 
【場所】愛知県産業労働センター（ウインクあいち） 名古屋市中村区名駅４－４－３８ 
【定員・参加費】先着１００名・無料 

詳細は、下記のホームページを参照してください。 

http://www.pref.aichi.jp/0000055862.html 
 
 
 
 
１．異物とは 

食品工業技術センターでは、企業の方からの

依頼により、各種製品・原材料の試験、分析、

測定などを行っていますが、中でも近年増加し

ているのが異物試験の依頼です。 
本来その食品に入っていてはいけないものを

異物と呼び、生産、貯蔵、流通の過程での不都

合な環境や取り扱い方に伴って、食品中に侵入

または迷入したあらゆる有形外来物を指します。

食品中の異物の主なものを分類すると表のよう

になりますが、外来混入物以外にも、原材料に

由来するものや製造工程中・製品保存中に内部

に生成したものなども、広い意味で異物として

取り扱われます。 
２．異物試験における手法について 

異物試験を行うにあたってまず重要なことは、

異物に関する情報をできるだけ集めることです。

消費者クレームの場合は、異物発見までの経緯

の詳細な把握に努めます。すなわち、異物が見

つかった食品の種類・品名をはじめ、製品の製

造・輸入・購入・開封・異物発見などの年月日

といった時系列を押さえ、異物発見時の状態や

異物発見までの保存方法などについても調べて

おく必要があります。異物の発見が食品包装を

開封する前か後かは、混入経路を解明する上で

参考になります。製造・販売過程で異物が見つ

かった場合も含めて、原材料の生産・搬入時、

製造加工時、製品流通時などといった各段階に

おける状況を調査するとともに、過去に同様の

事例があれば、そのときの調査結果も参考にし

ます。分析に取りかかる前のこうした情報収集

により、迅速に、正確な異物試験結果が得られ

る可能性が高まります。 

実際に異物を取り扱う手始めとして、持ち込

まれた時点での状態を把握するために、外観観

察を行います。大きさ、色、形などの形状を観

察すると同時に、異物の種類（均一か混合物

か）や混入状況（付着しているか埋没している

か）等についても着目します。肉眼、実体顕微

鏡、生物顕微鏡と、順次拡大しながら観察を進

め、特徴的な構造の有無を確認し、必要に応じ

て写真撮影を行った上で次に行う検査を決定し

ます。検査内容により順序は前後することもあ

りますが、機器分析や物理・化学・生物学的試

験を行います。 

機器分析は、異物が何でできているか、どん

な成分が含まれているかを知るための有効な手

段です。赤外分光光度計を用いて赤外線吸収ス

ペクトルを測定することにより、主に有機物に

関する情報が得られます。また、蛍光 X 線分

析により、異物中の主に無機物の構成元素の比

率が分かるため、有力な手掛かりとなります。

この２つが最も多用されている機器分析ですが、

他にもさまざまな機器分析が異物分析において

有用です。 
物理・化学・生物学的試験は、異物が量的に

比較的多くある場合に行うことができます。な

ぜなら、各種試験の過程で異物が破壊されたり、

消失したりするからです。加熱・燃焼試験では、

異物の一部を採取してガスバーナーで加熱し、

形状の変化やにおい、炎の色や残留物などを観

技術解説「異物試験における手法と注意点について」 
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察します。溶解試験では、酸やアルカリ、有機

溶媒や水などに異物が溶けるか、変化があるか

をみます。ヨウ素‐デンプン反応によりデンプ

ンの有無が確認できるように、各種呈色反応に

よって異物中に含まれるタンパク質や鉄、リグ

ニンなどの検出ができます。カタラーゼ試験を

行うと、動物系の異物（昆虫や毛髪など）が加

熱されているか否かの推定が可能です（但し、

後から繁殖したカビなどにより発泡する場合も

あり、絶対的なものではありません。）。最近

では、微生物の同定試験の依頼も増えています。 
３．異物試験における注意点 

 異物の混入は商品の価値を損ね、対応を誤れ

ば顧客・消費者の信頼を失墜させ、企業のイメ

ージダウンにつながりかねません。そうした事

態に陥らないよう、常日頃から異物混入に対す

る備えを講じておく必要があります。まず第一

に、異物混入を防ぐために、食品の製造・流

通・販売過程で異物混入が考えられる場面を想

定し、潜在的に異物となる可能性のあるものは

極力減らすことが重要です。また、あらかじめ

製造工程で使用している原材料や器具・部品等

のデータベースを作成しておくと、いざ異物が

発見されたときに原因を速やかに特定するのに

役立ちます。 

 発見された異物の分析を依頼するときは、異 
物の状態が変化しないうちにできるだけ早く分

析機関に持ち込まれることをお勧めします。時

間が経つと正確な判断ができなくなる恐れがあ

るからです。時々、セロハンテープで異物が紙

に貼り付けられていることがありますが、はが

すときに壊れる可能性が大きく、粘着剤が付着

して分析を難しくするため、あまりよろしくあ

りません。見つかったままの状態が最善で、取

り出した場合はビニール袋に入れてください。 
 即効性のある異物混入対策というのはなかな

かありませんが、異物が発見されたときには速

やかに分析し、異物混入の原因を究明し、再発

防止策を立てて実行する、この地道な作業の繰

り返しによって異物混入の発生を限りなくゼロ

に近づけていくことが異物根絶への最短の近道

ではないかと思われます。 
 当センターでは異物試験以外に、一般栄養成

分分析、各種定性・定量分析、保存試験、微生

物関係の試験なども行っています。どうぞお気

軽にご相談ください。 
参考資料 
1）食品衛生検査指針 理化学編 2005（厚生

労働省） 
2）衛生試験法・注解 2010（日本薬学会） 

 

 

種類 具体例 

動物性異物 節足動物（昆虫、ダニ等）の成虫、さなぎ、幼虫、卵及びこれらの破片や排泄物、 
哺乳動物の体毛（毛髪、織物の毛等）、哺乳類（ネズミ等）及び鳥類の排泄物など 

植物性異物 異種植物種子（雑草の種子等）、非可食性植物体及びその断片（木片、わらくず、

もみ殻等）、植物繊維加工品の断片（布きれ、紙、糸くず等）、カビ類など 

鉱物性異物 天然鉱物片（小石、土砂等）、鉱物性加工品（金属（釘、針金等）及びその酸化物

（錆）、ガラス、陶磁器、プラスチック、合成繊維等）の破片及び断片など 

保蔵包装技術室：矢野未右紀 
研究テーマ：付加価値を高める畜水産物の開発 
担当分野 ：微生物利用、異物試験 
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表 食品中の異物の種類


